








典研究・教育運動の核には、フマニタス研究 studia humanitatis という具体
的内容をもつ学問があった。それらは、文法・レトリック・歴史・詩・道徳
哲学であり、今でいうところの人文学である。このフマニタス研究に携わっ
た人たちは humanitas という語にゲッリウス（125 頃－ 180 頃）らにならっ









はエラスムスが 53 歳となっていた 1520 年５月であるが、その時に付された
序文の中には次のように記されている。



















　エラスムスは 1524 年に書いた『自伝』Compendium Vitae の中で、自分






























全体から学生を集めていた。デフェンテルは 1480 年代と 1490 年代において
ヨーロッパで最も出版業が栄えた地の一つであり、当然、低地地方で最も重
要な地位にあった。1515 年以降アントウェルペン Antwerpen にその出版業
の地位を譲ってから、その勢いは傾くが、1490 年代末には、パリにおける
よりも多くの古典文献を出版していたほどであった *8。
　エラスムスがデフェンテルにいたのは 1478 年頃から 1484 年である。この
時期はちょうどデフェンテルが、ヨーロッパ有数の出版地としての地位を獲





時制をおぼえさせられたりしていた。エブラール *10 とガーランドのジョン *11 も
使われていた。しかし、アレクサンデル・ヘギウスとシンテンが、よりよき文学














































ブス・バルビリアヌス Jacobus Barbirianus （1455-1491）に宛てた書簡で、
どのように「自分の学問を築き上げ、形づくる studia tua instituere atque 
formare」かを問いかけてきた友人に対する返事となっている。アグリコラ
は、何を学ぶべきかという内容の選択、そしてどのように学ぶべきかという





論』De inventione dialectica にさらに詳しく論じたと述べている。そして最
後には友人に学問に挑戦するように呼びかけ、アグリコラ自身、新たに決意
してヘブライ語を学び始めたと報告している。この書簡は 1508 年にデフェ
ンテルのヤコブス・ファベル Jacobus Faber （1473-1517）によって出版され、
1511 年にはピーター・ヒレス Pieter Gilles （1486-1533）の編集のもとディ
ルク・マールテンス Dirk Martens （d. 1534）が出版して、『学の形成』De 
formando Studio と呼ばれて広く読まれるようになる。
　ここで見るのは何を学ぶべきかを論じる中で、「われわれが学芸と呼ぶと































（ヤコブス・バルビリアヌス宛書簡 ,  ハイデルベルク 1484 年６月７日 ）





















































め、1487 年ころ、ハウダ近くのステイン Steyn にあるアウグスチノ修道祭









あったセルウァティウス・ロゲルス Servatius Rogerus （d. 1540）とコルネ


























































Carmen Buccolicum である。これは 1504 年まで出版されていないので、ヴ
レデヴェルトはエラスムスの父が写本を持ち帰ったのではないかと推測して





スが参照したと思われるものが、1485 年 6 月にローマで出版されたアント
ニオ・ジェラルディーニ Antonio Geraldini の Carmen Buccolicum と 1485
年 11 月にフィレンツェで出版されたアンジェロ・ポリツィアーノ *37Angelo 
Poliziano （1454-94）の Sylva で、対応する表現の類似箇所が、いくつも見
出され、それぞれその箇所が指摘されている。























































オ *46、アゴスティーノ・ダティ *47、グアリーノ、ポッジョ *48 そしてガスパリー
ノ *49 よりも雄弁な者がいるでしょうか。そして彼らが皆我々の時代まで生き残っ
ていることについて疑いを挟む者はいません。*50
（Ep. 23 コルネリス・ヘラルト宛書簡　ステイン　1489 年？６月）











































































　ヴレデヴェルトによれば、1490 年から 1491 年にかけて、エラスムスは宗
教的な題材を詩に取り上げるようになる。イエスの誕生を祝う歌、イエスの
祖母聖アンナを讃える歌、ステイン修道院の守護聖人大グレゴリウス一世
（教皇在位 590-604）をたたえる歌（De casa natalitia pueri Iesu, In laudem 
Annae, In laudem beatissimi Gregorii papae）などである。ヴレデヴェルト
はこれをコルネリスの感化のためであるとみて *57、そしてヴレデヴェルト




















仰へと勧める歌」Elegiae Protrepticae, Detestantes Errores Mortalium et 












Ⅱ . ３　『世の蔑視について』De Contemptu Mundi
　エラスムスは修道院に入って４年ほどした 1491 年春ごろに *62、『世の蔑
視について』De Contemptu Mundi を書いた。この著作は、テオドリクスと
いう名の人物が甥ヨドクスに修道院生活を勧めるという形式をとっている。
（ 52 ）　　創価大学人文論集　第 29 号
全 12 章からなり、前半１章から７章までは、世俗的な価値の否定となって
おり様々な現実世界における欲望に対する警告が説かれている。後半８章か
ら 11 章までは隠遁生活の賛歌で、修道院への勧誘となっている。第 12 章は、
第 11 章までとは反対に修道院批判の内容となっている。このために、第 12
章はエラスムスが修道院を出た 1492 年以後かなりの時間を経て書かれたも





ドゥス Bernard of Clairvaux （1090-1153）のものがある。エラスムスが先人
たちの作品をモデルにしたことは間違いない。エラスムスが『世の蔑視につ
いて』の主な手本としたのは５世紀のリヨンの司教エウケリウス Eucherius
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